
（別紙３）

～ R7年　12月 23日

（対象者数） 28名 （回答者数）
25

～ R7年　12月 23日

（対象者数）
７名

（回答者数）
７件

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

子どもの様子、支援内容について、朝の

ミーティングや職員会議でフィードバック

を行い、実践に繋げる

2

同じ動作の中でも個のレベルに合わせて支

援内容を変えていく

3

ご家庭でも意識していただけるように、事

業所での取り組みをお伝えしている

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

帰りはなるべく保護者様に迎えに来ていた

だき、職員と運動や学習をする

2

運動と学習日を分けて行う取り組みを考え

る

3

送迎だけの職員をつくる

運動に特化している 運動内容も1ヶ月ごとに変わる為、職員全体

への運動会議が行われ実践し、理解を深め

ている

○事業所名 Reno wellness kids 小舞木教室

○保護者評価実施期間
R7年　12月　9日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
R7年　12月　9日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R7年　12月　23日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

月替わりのプログラムと週替わりのプログ

ラムを実施

さらに個別に対応した活動を提供

個々の実態に合わせた療育で、身体の基

礎、基盤を身に付けられるようにしている

運動だけではなく、食育や社会性などのス

キルも身につけられるような取り組みも実

施

自立に向けた食育や生活習慣を身に付けら

れるように指導している

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

高学年になるに連れて帰りが遅くなるた

め、運動を提供する時間が短くなる

高学年の来所時間が遅い

学習に特化した支援に難しさがある 限られた時間の中で一人一人に対して細か

な対応が難しい

また、対応職員も送迎に出ているため確保

できない

広範囲への送迎が難しい 学校送迎時間が場所によっては重なる

また、活動時間内に帰ってこられない場合

もある

事業所における自己評価総括表公表


